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論　　文　　の　　要　　旨
　ネーター環の研究で興味あり，しかも統一的に扱われていない二つの重要な環達があるう遺伝的
ネーター素環と準フロブニュウス環である。これ等は夫々整数論、群の表現論などとの関連で古く
から研究されているデデキント環害群環の拡張概念である。前者の自已移入次元（injeCtiVe　dimenS1㎝）
は五でありヨ後者の自己移入次元は0であるから、H，Bass（1963年）にしたがい自已移入次元1
以下の環を1－GoreRsteinと呼べば上述の環達は皆それに当る。1961年J．P．Jansは準フロベニュ
ウス環の加群の双対定理の研究からラ環Aが1－Gorensteinになるための必十条件は関手HomA
（一、A）が有限生成操れ無し（torsi㎝1ess　modu1e）の問の双対を与えることであることを示し
た。一方，！978年岩永氏は1－Gorenstein環Aの移入包絡をEとするときE①E／Aが余生成対象
（cogenerator）であることヨまたE／Aが単独で余生成対象となるのは，AのSocleが零のときに限る
ことを証明した。
　本論文において著者は上述の如き成果をふまえて半群Sを基底とした離散付値環Rを係数環とする
半群環A＝R［Sコを考察，AがSoc1e零の1－GorensteinQF－3環になることを示し，このような
Aに対し，（1）操れ加群の双対定理ヨ（2）商環ヨ特に極大商環の構造、（3）直既約移入加群の決定う（4）直既
約操れ加群の決定，（5）直既約挨れ自由加群の決定に関する諸問題に解答を与えている。
　1害2，3章において著者はpath　a1gebraのpathのつくる半群の一般化ともいえるK叩isch半群を
定義し、半群環R［SコがRのFrobeRius拡大環になる条件を与えている。この拡大R［Sコ／RがFrobenius
一174＿
であるという条件は本論で基本的であり以後の章では常に仮定されている。
　4う5章ではかなり一般的な著者の独創であるFra㎜e環の理論が展開された後に前述（2）ラ（3）の解
答としてAの極大商環QはK［S］に等しくラK［Sコは準フロベニュウス環でありヲAの直既約移入
加群はQeiヨQei／Aeiに限ることが示されている。たジしKはRの商体でありラeiはSの霧等元であ一
る。
　8章ではHomA（一ラQ／A）が森田双対に延長されるための必十条件はRが完備であることラそ
して双対はGo1d1e次元及びLambek次元がともに有隈な加群全体の圏の問で成立することが証明され
ている。（！）に対する興味ある解答といえる。更に（4）う（5）に対する解答も次のように与えられている。一
有限生成挨れ加群は準フロベニュウス環R／JP［Sコ上の加群に他ならず、挨れ自由加群である条件は
Rの非零元によって零化される元が零元に限ることである。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者は本論文に先立って亙一Gorenstein　QF－3環Aに関する次のような秀れた結果を導いてい
る事すなわちSoc（A）＝OならばAのKru1玉次元は高々1でありヨAの極大商環は準フロベニュウス環
である。本論文におけるA＝R［S］をRのFmbenius拡大とする仮定は上の結果より自然であるとい
えるしヨ非半素ネーター。1－Gorenstein環で具体的に構成できる典形的なものとしてR［Sコを研
究したことはヨ成果からみて著者の独創性をうかがわせるものといえる。実際これまで比較的統一
的に加群の構造が調べられていた場合はすべて半素環に限られていた。従ってLamdekの挨れ理論が
このように具体的に利用され得ることを示した本論文の意義と貢献は大きいと思う。又関手HomA
（一ヲQ／A）が森田双対となる特徴付は最近のK．R．Fu11er－J．K．Haackの業績と関連をもつと考
えられるが著者の結果の方が精綴を極めており秀れている。なお特殊ではあるがうSが単列半群S
（n，㎜），n≧m＝2の場合の有限生成挨れ自由加群の直和分解定理は○rderのLatticeに関する結果
に対応するものと考えられ興味深い。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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